








その他のタイトル 〈Oral History〉Product Development of the New
LED Bulbs in Akita,Japan : An Interview with


















により 1990 年代初頭には姿を消すに至った。これに対して本稿で取り上げる 2
1 筑波大学・人文社会系・教授
2 こうした電球メーカーの事業展開に関しては，平沢照雄「戦後日本における輸出電球メー










会 社 名 有限会社サイカツ建設
所 在 地 秋田市仁井田本町二丁目 22-20
創 業 1967 年 3 月
資 本 金 300 万円
代 表 者 代表取締役社長　齊藤　勝俊











（資料）サイカツ建設ホームページ（2016 年 1 月 16 日検索）より作成。
表２　新屋工業・会社概要
会 社 名 新屋工業株式会社 
所 在 地 秋田市新屋鳥木町 1-73 
創 業 1976 年 11 月
資 本 金 1,000 万円 
代 表 者 
代表取締役社長　　加藤　勝夫 
代表取締役工場長　加藤　慎一 






従 業 員 数 20 名 
取引金融機関 秋田銀行新屋支店 
（資料）新屋工業ホームページ（2016 年 1 月 16 日検索）より作成。
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齊藤勝俊氏 3 と，新屋工業の加藤慎一氏 4 に対する聞き取りを通して明らかにす
ることを課題とする。
















した LED 照明の普及の一方で，2009 年 4 月に 6,000 ～ 7,000 円台だった製品価
3 齊藤勝俊氏略歴：1966 年秋田生まれ。1985 年秋田工業高校卒業後に大和ハウス工業入社。
同社浦和支店，秋田支店勤務を経て，1992 年にサイカツ建設に入社。1994 年同社社長に就
任し，現在に至る。
4 加藤慎一氏略歴：1973 年秋田生まれ。1995 年秋田コンピュータ専門学校卒業。2000 年に新
屋工業株式会社に入社。2008 年同社代表取締役工場長に就任し，現在に至る。
5 新 LED 電球の開発が秋田の地域経済活性化に貢献するものとして評価された一例として，
「北前船寄港地フォーラム」（かつて北前船が寄港した港で毎年開催されるイベント）が
2014 年に秋田で開催された際には，齊藤勝俊氏が「秋田を輝かせる人たち 30 人」の 1 人に
選出されたことをあげることができる。
6 『日経ビジネスオンライン』2013 年 12 月 9 日。
148 平　沢　照　雄
格が，2011 年 10 月には 2,000 円を割り込むといったように，わずか 2 年半の











7 以上，経済産業省商務情報政策局『LED 照明産業を取り巻く現状』2012 年。
図１　新 LED 電球の構造
（資料）サイカツ建設からの提供資料。



















今後の事業展開についての 4 点を中心に聞き取りを行った。同調査は，2014 年



























































齊藤：法人が 6 ～ 7 割くらいで，個人が 1 ～ 2 割くらいでした。




























































御社が LED の開発に着手したのが 2009 年とのことです。一方，改正省エネ
法が施行されたのは，2009 年 4 月（一部は 2010 年 4 月）です。まさに改正
省エネ法の施行を念頭におきつつ開発を進めたということですか。
齊藤：そうです。ただし最初に開発した製品があまりにもコスト高だったので，
























ですが，1 つは明るくない，もう 1 つは熱のこもるところには入れられない
という問題がありました。東北の住宅というのは，ほとんどが住宅裏に断熱





















































































齊藤：たぶん中国で作ればコストは 4 分の 1 くらいになるかもしれませんが，
（海外での生産は）全然考えていません。今の技術の流れでゆくと，商品寿
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究会（2013 年 7 月設立）に入っています。その会は，要するにミリ量の微小
なエネルギーを有効活用する研究を行うもので，その幹事をしています。あ
とは，秋田大学のグローバル＆イノベーション人材創生コンソーシアムあき
た（2014 年 1 月設立）ですが，そちらも幹事を仰せつかっています。また，グッ


















レビ朝日，2012 年 6 月 13 日）に我々の電球が取り上げられたことが，地域
連携を進めるうえで大きかったと思います。
質問者：報道ステーションには，どのようなきっかけで出られたのですか。
齊藤：経済産業省が，（2008 年 4 月に）省エネを推進する目的から，白熱電球
の大手メーカーや小売業界の代表に製造・販売の原則中止を要請したことが
ありました 10。そこで白熱電球に代わるビジネスチャンスということで，読
売新聞（2011 年 10 月 4 日）に最初に載った私たちの記事をテレビ朝日が見
つけ，取り上げてくれたのです。また，グッドデザイン賞を，秋田の電機・
電子部品で初めて受賞したこともプラスに働いたと思います。ちょうどその
10 この要請を受けて，東芝ライテックは 2010 年 3 月に，三菱電機オスラムは 2011 年 3 月
に，NEC ライティングは 2012 年に，パナソニックは家庭用白熱電球（E26 口金）の生産を



















齊藤：2009 年です。それで作ったのが 1 号機です。
質問者：1 号機の完成までにどれくらいかかりましたか。
齊藤：半年です。その 1 号機をさらにきれいにしたのが 2 号機です。この時点






































齊藤：評価いただいたのは，1 つは，「今まで LED 化できなかった部分を LED
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齊藤：LED 電球開発の後に，照明器具と照明システムの 2 つの開発に関して






質問者：今お話がでた秋田県 LED 機器研究会というのは 2011 年 6 月に発足し
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Ⅰ－４　今後の事業展開について
質問者：続いて LED 電球に関する今後の見通しに関してお聞きします。先ほ












いえ，自分のなかでは 2 ～ 3 年だろうと思っています。


























日 3500 ケルビン（kelvin，色温度の単位）から夕日 2500 ケルビンという色
のチェンジができ，さらに給電も，操作もワイヤレスで行えるというもので
11 動植物に本来備わっている約 24 時間を周期とする生命現象のリズム。概日リズムともいう。




































































我社も 1996 年頃に 50 人くらいの仕事がいっきに無くなりました。






ろん従来通り 30 人分の仕事を用意できない場合には，10 人分ということで





す。加藤さんは 2009 年からサイカツさんと LED の開発を始めていますが，
その契機としてリーマンショック後の動向が関係していますか。
































































































































加藤：1 日 1 人で 20 個から 30 個くらいは作れます。例えば 300 個を作ってく
ださいという場合，1 人でやれば 10 日間くらいかかるかもしれないですが，
2 人でやると 1 週間以内で可能です。量販品ではないので，それで十分対応
できます。ただしグッドデザインをとった時には，サイカツさんの方で多少
多めに在庫を持っていたと思います。











































































［付記］ 本研究を進めるにあたり日本学術振興会 （JSPS） 科研費基盤研究（C） （課
題番号 26380419）の助成を受けた。
